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本

部

鏡
開
き
ひ
の
き
し
ん

１
月
教
養
掛

小
田
真
一
郎

ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル

テ
ー
マ

人
づ
き
あ
い
の
基
本

ー
聴
く
こ
と
・
伝
え
る
こ
と
ー

期

日

１
月
27
日
（
金
）

会

場

お
や
さ
と
や
か
た
南
右
第
２
棟

対

象

よ
う
ぼ
く

受
講
御
供

千
円

申
込
締
切

１
月
15
日

お
節
会

期

間

１
月
５
日
〜
７
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

帰
参
者
一
人
に
お
雑
煮
を
一
膳
お
出
し
し
、
お
か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
出
口
に
て
お
下
が
り
の
お
餅
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。
御
神

酒
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
喫
食
に
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

天
理
大
学
に
進
学
の
勧
め

天
理
大
学
で
は
、
令
和
７
年
度
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
向

け
、
来
年
度
は
医
療
大
学
と
合
併
し
、
新
た
に
医
療
学
部
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

ま
た
令
和
６
年
度
に
は
、
大
規
模
な
学
部
改
組
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
ぢ

ば
で
信
仰
を
育
み
、
大
学
で
の
学
び
の
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の
志
願
者

を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

教
祖
百
四
十
年
祭
本
部
巡
教

既
報
の
通
り
、
諭
達
第
四
号
の
ご
発
布
を
受
け
ま
し
て
、
本
部
「
諭
達
」

巡
教
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日

時

1
月
22
日
15
時

巡
教
員

本
部
員

今
村
英
一
先
生

受
講
対
象
者

教
会
長
夫
妻
、
教
会
長
後
継
者
、
前
会
長
、
布
教
所
長
な
ど

式
次
第

諭
達
拝
読
、
ご
講
話
、
お
つ
と
め

城
山
大
教
会
活
動
方
針

日
々
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、

ご
恩
報
じ
に
つ
と
め
よ
う

一
、
お
つ
と
め
に
心
を
込
め
よ
う

一
、
家
族
で
日
参
を
実
行
し
よ
う

一
、
自
分
に
で
き
る
お
た
す
け
を
し
よ
う

一
、
お
ぢ
ば
が
え
り
を
し
よ
う
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受
入
役
割

接

待

大
教
会
長

高
橋
邦
和

村
田
美
枝

田
中
美
穂
子

瀬
川
三
都
子

司

会

工
藤
寿
美

演
台
な
ど

秋
山
亮
克

五
日
市
正
道

送
迎(

運
転
手)
堀
口
教
之

記

録

工
藤
恒
美

阿
部
豊

大

教

会

立
教
一
八
六
年
の
心
定
め

初
席
者
数

三
十
名

よ
う
ぼ
く
数

二
十
名

修
養
科
修
了
者
数

十
五
名

教
人
数

十
名

御
供
金
額

二
千
万
円

創
立
百
三
十
周
年
と
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
旬
で
す
の
で
、
各
教
会

の
心
定
め
達
成
に
お
つ
と
め
下
さ
い
。

部
内
「
諭
達
巡
教
」
研
修
会

本
部
「
諭
達
」
巡
教
を
受
け
ま
し
て
、
部
内
教
会
へ
の
巡
教
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
通
り
研
修
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

巡
教
員
は
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日

時

1
月
23
日
8
時
30
分
（
終
了
9
時
30
分
）

内

容

「
諭
達
巡
教
」
の
趣
旨
、
申
し
合
わ
せ

部
内
「
諭
達
」
巡
教

２
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
諭
達
巡
教
を
行
い
ま
す
。

直
轄
巡
教

大
教
会
長

２
月
11
日

新
横
須
賀
、
14
日

野
邊
地
、
15
日

八
戸
、
17
日

五
所
川
原

18
日

浪
岡

５
月
９
日

山
都
一
、
10
日

城
都
、
12
日

盛
岡

部
内
巡
教

小
野
道
幸

６
日

淨
法
寺
、
６
日

外
ヶ
濱
、
15
日

輪
西

石
原
旬
一

２
日

金
木
、
３
日

東
奥
、
５
日

東
山
田

工
藤
寿
美

３
日

宮
古
、
５
日

古
間
木
、
８
日

三
八
城
、
10
日

梅
澤

高
橋
邦
和

３
日

眞
禮
、
５
日

禮
陽
、
15
日

國
鶴

村
田

勇

５
日

北
烏
城
、
13
日

木
造
、
14
日

油
川

田
中
道
弘

６
日

輪
栄
、
11
日

東
通
、
13
日

陸
奥

小
田

裕

８
日

北
冨
野
、
９
日

岩
手
久
慈
、
10
日

沼
宮
内

瀬
川
初
人

５
日

青
北
、
10
日

小
湊
、
11
日

南
津
軽
、
12
日

竹
鼻

相
内
知
昭

12
日

道
、
15
日

田
面
木
、
17
日

馬
渕
江

阿
部

豊

８
日

出
精
、
10
日

野
内
、
11
日

東
松
島

高
橋
邦
之

14
日

板
柳
、
15
日

南
金
田
、
17
日

北
城
眞

田
中
美
穂
子

６
日

青
灣
、
６
日

上
南
、
11
日

津
軽
新
城
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村
田
良
子

12
日

南
遠
、
13
日

上
田

尚
、
各
自
が
教
会
と
打
ち
合
わ
せ
し
て
、
巡
教
月
を
決
め
て
下
さ
い
。
宿

泊
は
ホ
テ
ル
で
、
お
つ
と
め
と
講
話
の
み
。
コ
ロ
ナ
禍
で
す
の
で
充
分
注
意

配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

春
季
大
祭
神
殿
講
話

大
教
会
長

廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
（
第
一
四
〇
回
）

実
施
日

11
月
25
日

参
加
者

男
子

12
名

女
子

0
名

計

12
名

毎
月
25
日
に
廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
を
行
い
ま
す
。

総

務

部

来
年
の
活
動
計
画
表
と
当
番
表
を
配
布

そ
れ
ぞ
れ
活
動
日
程
と
神
殿
奉
仕
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

祭

事

部

月
次
祭
の
お
つ
と
め
奉
仕

お
つ
と
め
奉
仕
役
割
は
、
一
ヶ
月
前
に
月
報
を
も
っ
て
発
表
し
て
お
り
ま

す
が
、
連
絡
な
く
欠
席
を
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
止
む
な
く
奉
仕
出
来

な
い
場
合
は
、
前
日
ま
で
に
大
教
会
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。
又
、
地
方
に
当

た
っ
て
い
る
人
は
、
三
代
真
柱
様
の
Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
る
よ
う
十
分
練
習
を
し

て
下
さ
い
。

教

務

部

基
本
財
産
一
部
処
分
承
認
願

五
所
川
原
分
教
会
で
は
８
月
22
日
付
に
て
申
請
し
、
９
月
16
日
承
認
、
10

月
31
日
取
壊
し
、
12
月
６
日
登
記
を
完
了
し
ま
し
た
。

「
よ
う
ぼ
く
名
簿
」
変
更
は
こ
ま
め
に
提
出
を

ご
承
知
の
よ
う
に
、
各
教
会
の
よ
う
ぼ
く
に
住
所
変
更
や
出
直
し
な
ど
の

変
更
が
あ
る
場
合
、
大
教
会
・
本
部
へ
届
け
ま
す
と
、
そ
れ
を
反
映
し
て
、

教
区
や
支
部
へ
最
新
の
名
簿
情
報
が
届
き
、
地
域
活
動
で
活
用
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
教
会
内
の
名
簿
は
更
新
し
て
も
、

大
教
会
へ
届
け
て
い
た
だ
か
な
い
と
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
、

年
祭
活
動
が
始
ま
り
、
大
教
会
や
地
域
に
お
い
て
も
、
よ
う
ぼ
く
の
実
働
や

成
人
に
つ
な
が
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
教
会
の

事
務
所
に
変
更
用
の
カ
ー
ド
を
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。
不
明
な
点
は
教
務
部
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第
九
七
六
期
修
養
科
修
了
（
12
月
）

須
藤

平
樹
（
北
城
眞
）
33
歳

工
藤

貴
紀
（
北
城
眞
）
25
歳
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布

教

部

一
月
帰
参
車
両

立
教
一
八
六
年
１
月
22
日
（
日
）
大
教
会
春
季
大
祭
、
諭
達
本
部
巡
教
に

合
わ
せ
て
、
帰
参
車
両
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

大
教
会
往
復
、
お
ぢ
ば
往
復
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
各
一
台
ず
つ
配
車
予
定

で
す
の
で
、
帰
参
さ
れ
ま
す
方
は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大
教
会
往
復

１
月
20
日
（
金
）
夕
方
出
発
～
24
日
（
火
）
午
前
到
着

車
両
御
供

一
万
五
千
円

お
ぢ
ば
往
復

１
月
20
日
（
金
）
夕
方
出
発
～
27
日
（
金
）
午
前
到
着

車
両
御
供

二
万
円

詳
細
は
田
面
木
・
森
内
（
車
両
責
任
者
）
、
又
は
布
教
部
員
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
尚
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。
（
定

員
二
十
四
名
）

婦

人

会

第
三
十
回
女
子
青
年
大
会
報
告

大
会
参
加
者

女
子
青
年
14
名

婦
人
会
員
10
名

少
年
会
員
１
名

支
部
の
集
い
①

女
子
青
年
８
名

婦
人
会
員
７
名

少
年
会
員
１
名

支
部
の
集
い
②

女
子
青
年
12
名

婦
人
会
員
10
名

少
年
会
員
１
名

別
席
（
中
席
）
２
名

お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
者
１
名

大
会
参
加
の
た
め
の
お
ぢ
ば
が
え
り
。
委
員
長
を
中
心
に
様
々
な
形
で
繋

が
り
合
い
、
関
わ
っ
た
女
子
青
年
そ
れ
ぞ
れ
が
教
祖
よ
り
お
土
産
を
い
た
だ

け
た
と
思
い
ま
す
。
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婦
人
会
第
一
〇
五
回
総
会

日

時

立
教
一
八
六
年
4
月
19
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分

場

所

本
部
中
庭
・
神
苑

委
員
部
長
の
集
い

日

時

4
月
18
日
（
火
）
夕
方
よ
り

詳
細
は
別
紙
に
て
来
月
お
伝
え
し
ま
す
。

女
子
青
年
の
集
い

日

時

4
月
23
日
（
日
）

場

所

大
教
会

Y
o
u
T
ub
e

配
信

聞
く
ほ
ど
に
優
し
く
な
る
話

毎
月
１
日
15
日
配
信
中
。
各
委
員
部
で
工

夫
し
て
よ
り
多
く
の
方
の
も
と
に
届
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

青

年

会

お
や
さ
と
ふ
し
ん
青
年
会
ひ
の
き
し
ん
隊

来
年
の
城
山
分
会
の
入
隊
月
は
３
月
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

青
年
会
城
山
分
会
総
会
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来
年
４
月
23
日
に
大
教
会
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第

連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

学
生
担
当
委
員
会

立
教
一
八
六
年
学
生
生
徒
修
養
会

大
学
の
部

期

間

令
和
５
年
３
月
４
日
～
８
日

対

象

大
学
・
短
期
大
学
・
大
学
院
・
専
門
学
校
・
高
等
専
門
学
校
に
在

学
し
て
い
る
者

全
期
間
を
通
し
て
受
講
出
来
る
者

募
集
人
員

四
百
名

内

容

講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
修
練
な
ど

集

合

３
月
４
日
午
前
９
時
30
分
～
10
時

解

散

３
月
８
日
午
前
11
時
50
分
頃

受
講
御
供

一
万
円

立
教
一
八
六
年
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス

期

間

令
和
５
年
３
月
10
日
～
12
日

受
講
対
象

令
和
４
年
度
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

全
期
間
を
通
し
て
受
講
出
来
る
者

募
集
人
員

四
百
名

内

容

講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
お
楽
し
み
行
事
な
ど

集

合

３
月
10
日
午
前
９
時
～
９
時
30
分

解

散

３
月
12
日
午
後
２
時
頃

受
講
御
供

五
千
円

立
教
一
八
六
年
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

日

時

令
和
５
年
３
月
27
日
、
28
日

内

容

27
日
午
後
２
時

ひ
の
き
し
ん
、
お
楽
し
み
行
事

28
日
午
前
10
時

式
典
「
真
柱
様
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
代
読
）
」
本
部
中
庭

式
典
後

直
属
ア
ワ
ー

ニ

ュ

ー

ス

お
さ
づ
け
の
理
拝
戴

11
月
26
日

飯
野

咲
（
禮
陽
）
20
歳

12
月
8
日

梅
本

陽
斗
（
東
山
田
）
18
歳

12
月
10
日

長
浜

江
里
子
（
北
城
眞
）
54
歳

12
月
14
日

須
藤

平
樹
（
北
城
眞
）
33
歳

を
び
や
許
し

12
月
14
日

中
浦

理
穂
（
小
湊
）
30
歳

出
直
し

輪
栄
分
教
会
二
代
会
長
配
偶
者

故
宮
澤
榮
次
翁
（
享
年
83
歳
）
が
、
11
月

28
日
出
直
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
30
日
遷
霊
祭
、
12
月
１
日
発
葬
祭
（
告
別
式
）

が
、
輪
西
分
教
会
長
佐
々
木
誠
斎
主
の
も
と
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
こ
に
生
前
の
お
つ
と
め
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

年

祭禮
城
分
教
会
で
は
、
三
代
会
長
故
岡
本
美
文
大
人
の
一
年
祭
が
12
月
4
日
、

城
都
分
教
会
長
村
田
勇
祭
主
の
も
と
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

け
い
じ
ば
ん

一
月
大
教
会
神
殿
奉
仕

12
月
27
日

～

１
月
１
日

禮
陽

１
月
１
日

～

６
日

新
横
須
賀

１
月
６
日

～

11
日

北
城
眞

１
月
11
日

～

16
日

き
や
ま
講

１
月
16
日

～

21
日

青
北

１
月
21
日

～

24
日

大
教
会
役
員
、
野
菊
（
布
）

１
月
25
日

～

26
日

き
や
ま
講

１
月
27
日

～

２
月
１
日

沼
宮
内

大
教
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

青
年
会

修
養
科
始
業
講
習

石
原

旬
一

修
養
科
修
了
講
習

小
野

道
幸

教
養
掛

小
田

真
一
郎
（
12
月
24
日

～

１
月
28
日
）

高
橋

邦
和

（
１
月
24
日

～

２
月
28
日
）

婦
人
会
当
番

一
月
教
祖
お
み
や
げ
、
女
鳴
物
、
厨
房
、
洗
濯
当
番
、
詰
所
ひ
の
き
し
ん

道
、
竹
鼻
、
宮
古

各
委
員
部

一
月
委
員
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

宮
澤

民
枝
、
瀬
川

三
都
子

春
季
大
祭
祭
典
雅
楽

一
、
調

子

壱
越
調

一
、
曲

目

武
徳
楽

賀
殿
急

胡
飲
酒
破

酒
胡
子

迦
陵
頻
急

詰
所
ま
な
び
月
次
祭

日

時

１
月
８
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら



大

教

会

長

下

山

　

武

小

野

道

幸

村

田

良

子

田

中

美

穗

子

瀬

川

三

都

子

赤

平

治

三

石

原

旬

一

田

中

道

弘

工

藤

寿

美

村

田

　

勇

高

橋

邦

和

宮

澤

民

枝

石

原

愛

子

会

長

夫

人

松

浦

靖

治

高

橋

邦

武

瀬

川

初

人

田

口

栄

一

柴

田

知

弘

松

浦

し

げ

子

須

藤

唱

子

小

田

晴

恵

森

内

聖

也

阿

部

　

豊

相

内

知

昭

小

田

真

一

郎

小

田

　

裕

工

藤

恒

美

高

橋

啓

子

関

美

佐

子

野

中

華

子

須

藤

宏

文

北

山

道

治

佐

々

木

　

誠

村

田

八

十

司

秋

山

亮

克

澤

野

美

花

平

生

光

枝

芝

崎

み

よ

子

高

橋

邦

之

五

日

市

正

道

澤

野

公

志

近

藤

文

雄

高

橋
　

清

松

本

治

美

夏

目

政

代

近

藤

喜

美

江

戸

塚

美

代

子

芳

野

健

司

堀

口

教

之

村

田
　

勇

工

藤

寿

美

秋

山

亮

克

小

野

道

幸

大

教

会

長

五

日

市

正

道

石

原

旬

一

祭

主

地

方

胡

弓

三

味

線

琴

小

鼓

す

り

が

ね

太

鼓

拍

子

木

ち

ゃ

ん

ぽ

ん

笛

て

お

ど

り

献

饌

長

す
わ
り
づ
と
め

前

半

下

り

後

半

下

り

指

図

方

賛

者

扈

者

春
季
大
祭
々
典
役
割
表

立
教
一
八
六
年
（
令
和
五
年
）

一
月
二
十
二
日
九
時
三
十
分
執
行

〇
直
轄
の
会
長
さ
ん
は
、
役
割
に
当
た
っ
て
い
る
人

に
お
声
掛
け
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
地
方
は
、
真
柱
様
の
Ｃ
Ｄ
（
「
三
代
真
柱
」
と
表

示
）
に
合
わ
せ
る
よ
う
十
分
練
習
し
て
下
さ
い
。

〇
婦
人
の
帯
は
、
六
月
～
九
月
は
夏
物
、
十
月
～
五

月
は
冬
物
。

〇
止
む
な
く
奉
仕
で
き
な
い
場
合
は
、
前
日
ま
で
に

大
教
会
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。


